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秋季企画展「『豊
とよ

鑑
かがみ

』からひもとく豊臣家とその戦い」を開催 
 

岐阜関ケ原古戦場記念館（以下「記念館」という。）では、秋季企画展「『豊鑑』からひもとく豊

臣家とその戦い」を開催します。 

竹
たけ

中重門
なかしげかど

（1573～1631）は、豊臣秀吉の「軍師」として知られる戦国武将・竹中半兵衛の息子で、

関ケ原の領主です。半兵衛没後、重門は幼い頃から秀吉に仕え、多くの戦いに従軍しました。また

秀吉没後に起こった関ケ原合戦では、西軍の有力武将・小西行長を捕らえる武功をあげるとともに、

戦いで荒廃した関ケ原の復興に努めました。このような激動の人生を歩んだ重門は、死の直前に秀

吉の一代記『豊鑑』を著しています。 

本展では、この作品の記述に導かれながら、豊臣家とその戦いについて紹介します。 

 

記 

 

１ 秋季企画展「『豊鑑』からひもとく豊臣家とその戦い」 

○展示期間 令和８年１０月６日（火）～１１月２３日（月・祝） ※記念館の休館日は除く 

○会 場 記念館２階展示室（不破郡関ケ原町関ケ原８９４－５５） 

○主な展示物 

・豊鑑
とよかがみ

（林羅山
はやしらざん

 旧蔵本
きゅうぞうぼん

）（国立公文書館蔵） 

・竹中半兵衛重治画像
た け なか はん べえ しげ はる がぞ う

（当館蔵） 

・羽柴秀吉書状
はしばひでよししょじょう

（羽柴秀長宛
はしばひでながあて

）（長浜城歴史博物館蔵） 

・羽柴秀吉書状
はしばひでよししょじょう

（滝彦次郎宛
たきひこじろうあて

）（大阪城天守閣蔵） 

・伝
でん

 豊臣秀長
とよとみひでなが

所用
しょよう

 太刀
た ち

 銘
めい

 一
いち

（名古屋刀剣博物館） 

・文
ぶん

禄
ろく

・慶長
けいちょう

の役
えき

図
ず

屏風
びょうぶ

（当館蔵）【新出資料】 

 

２ 講演会「豊臣秀長の家族―妻子・養子からみる豊臣政権」 

○日  時 令和８年１０月１０日（土）１３時３０分～１５時（開場１３時） 

○会  場 記念館３階セミナールーム 

○講  師 東京未来大学モチベーション行動科学部准教授 山
やま

﨑
さき

 善
よし

弘
ひろ

 氏 

○内  容 豊臣秀長の正室や側室、子供、養子など、その家族の実像に迫り、婚姻や家督継   

承を通して、秀長家が豊臣政権の一門体制をどのように支えていたのかを考察し 

ます。 

○定  員 １００名（事前申込・先着順） 

○参 加 費 無料 ※別途入館料が必要 

○申込方法 記念館公式ＨＰの専用ページから申し込み 

 https://sekigahara.pref.gifu.lg.jp/news/p8680/ 

 

 

https://sekigahara.pref.gifu.lg.jp/news/p8680/


 

【講師紹介】 

東京未来大学モチベーション行動科学部准教授 山﨑 善弘 

＜経歴＞ 

1968年兵庫県生まれ。2003年関西大学大学院文学研究科博士後期課程  

修了。神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター研究員、奈良教 

育大学教育学部准教授を経て現職。博士（文学）。2020年にハーバード 

大学東アジア言語・文明学部の招聘研究員、2026年 8月にノースウェ 

スタン大学ニコラス・D・チャブラジャ歴史研究センター招聘研究員に 

就任。 

＜主な著作＞ 

   『日本近世の国家・領主支配と地域社会』（塙書房、2023年）、『徳川社会の底力』（柏書 

房、2017年）、『近世後期の領主支配と地域社会－「百姓成立」と中間層』（清文堂出版、 

2007年）、『村役人のお仕事（増補改訂版）』（東京堂出版、2026年）ほか多数。 

 

３ 当館学芸員による列品スライド解説 

  ○日  時 令和８年１１月３日（火・祝）１３時３０分～１４時１５分 

  ○会  場 岐阜関ケ原古戦場記念館 ３階セミナールーム 

  ○内  容 当館学芸員が展示品をスライドで紹介します。 

  ○定  員 ５０名（事前申込不要・先着順） 

  ○参 加 費 無料  

  ○参加方法 当日開始時間までに会場に入場 

 

４ 入館料について 

   令和８年度秋季企画展の開催に伴い、期間中の入館料が以下のとおり変更（増額）になりま  

す。 

  ○期  間 令和８年１０月６日（火）〜１１月２３日（月・祝） 

○入 館 料 一般：５００円（４００円）→ １，０００円（９００円） 

大学生・高校生：３００円（２４０円）→８００円（７４０円） 

中学生以下：無料 

※（ ）は２０名以上の団体料金 

 

５ 報道機関向け内覧会 

   内覧会を令和８年１０月５日（月）に開催します。 

   出席いただける方は、別添資料をご確認のうえ、令和８年１０月１日（木）までにお申込み

ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【開館時間等】 

・開館時間：９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで） 

  ・休 館 日：毎週月曜日(祝日の場合は翌平日)  


